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か
ら
続
く
長
寿
番
組
「
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
プ
レ
ゼ
ン
ト
」（
Ｔ

Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
）
で
都
内
の
各

浴
場
で
中
継
を
し
て
い
て
、

収
録
後
に
高
齢
者
か
ら
若
者

へ
戦
争
体
験
を
語
る
「
語
り

部
」
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
長
年
さ
れ
て
こ
ら
れ

た
事
を
認
め
ら
れ
て
の
表
彰

に
な
り
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
秋
季
善
行
表

彰
式
は
令
和
五
年
十
一
月

二
十
五
日
に
明
治
神
宮
参
集

殿
で
受
賞
者
が
出
席
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
毒
蝮
三
太

夫
さ
ん
は
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン

五
十
五
周
年
イ
ベ
ン
ト
に
出

席
す
る
た
め
欠
席
。
そ
こ
で

推
薦
者
の
新
宿
支
部
長
宅
の

銭
湯
大
星
湯
で
個
別
の
表
彰

式
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
推

薦
を
考
え
て
か
ら
三
年
目
で

の
表
彰
が
実
現
と
な
り
ま
し

季
善
行
表
彰
伝
達
式
を
開
催

し
ま
し
た
。

秋
季
表
彰
で
は
個
人
、
団

体
で
十
八
件
が
受
賞
を
さ
れ

ま
し
た
が
、
当
日
は
受
賞
者

八
名
と
支
部
役
員
十
二
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

川
村
支
部
長
か
ら
受
賞
者

各
位
に
表
彰
状
が
伝
達
さ

れ
、
支
部
か
ら
の
記
念
品
を

手
渡
し
ま
し
た
。

伝
達
式
後
、
川
村
支
部
長

か
ら
祝
辞
と
受
賞
者
代
表
の

挨
拶
と
受
賞
さ
れ
た
方
々
の

活
動
報
告
が
あ
っ
て
、
さ
ら

に
支
部
役
員
の
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。
最
後
に
「
支
部
の

歌
」
を
全
員
で
合
唱
し
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
有

意
義
な
伝
達
式
で
し
た
。

さ
ら
に
、
二
月
十
八
日

(

日
）
千
葉
市
内
の
幕
張
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

ご
挨
拶
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
開
宴
の
最
初
に
全
員

で
自
己
紹
介
、
皆
さ
ん
場
慣

れ
し
た
方
ば
か
り
で
、
大
爆

笑
の
場
面
、
笑
え
る
一
言
が

入
り
ま
す
。

主
催
者
側
と
し
て
は
、
こ

う
し
た
一
言
、
一
言
で
こ
の

会
の
成
功
が
占
え
ま
す
。

乾
杯
の
音
頭
を
松
井
相
談

役
が
務
め
ま
す
。
そ
し
て
先

ず
目
の
前
の
料
理
で
一
服
、

腹
ご
し
ら
え
も
ソ
コ
ソ
コ
に

宴
会
部
長　

牧
野
伸
浩
さ
ん

の
出
番
で
す
。
牧
野
さ
ん
自

慢
の
手
品
は
中
々
の
も
の
で

す
。
次
は
衣
装
も
法
被
姿
の

佐
瀬
豊
介
さ
ん
、
大
分
県
出

身
力
士
、
双
葉
山
の
相
撲
甚

句
で
す
。
会
場
拍
手
喝
采
、

次
々
と
披
露
さ
れ
る
事
で
予

定
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
剣

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
始
め

に
浅
草
寺
法
善
院
住
職
の
塩

入
亮
乗
先
生
の
ご
好
意
に
よ

り
、
め
っ
た
に
一
般
参
観
の

出
来
な
い
浅
草
寺
の
五
重
塔

内
と
伝
法
院
庭
園
を
先
生
の

ご
説
明
と
と
も
に
見
学
。
そ

の
後
、
浅
草
の
町
並
み
や
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
を
一
望
す
る
浅

草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
二
十
七
階

の
レ
ス
ト
ラ
ン
ル
・
リ
ア

ン
に
場
所
を
移
し
、
第
一
部

の
座
学
の
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
第
一
部
の
司
会
は
副
支

部
長
の
中
島
賢
太
郎
が
担
当

し
、支
部
長
の
轟
豊
藏
が
「
会

の
発
展
の
た
め
に
会
員
増
強

と
会
員
間
の
親
睦
、
会
員

で
あ
る
こ
と
の
満
足
度
の
向

上
の
た
め
、
引
き
続
き
充
実

し
た
研
修
会
を
企
画
・
実
行

し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
挨
拶

を
述
べ
、
塩
入
先
生
の
「
恩

送
り
の
こ
こ
ろ
」
を
テ
ー
マ

支
部
会
員
の
総
勢
十
五
名
が

集
ま
り
、
マ
ス
コ
ミ
も
新
聞

な
ど
四
社
（
毎
日
新
聞
・
サ

ン
ス
ポ
・
報
知
新
聞
・
共
同

通
信
）
が
取
材
し
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ

ラ
ジ
オ
（
ち
ゃ
き
ち
ゃ
き
大

放
送
）
の
中
継
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
毒
蝮
三
太
夫
さ
ん
は

と
て
も
立
派
な
方
だ
と
思
い

ま
す
。新宿

支
部
長　

前
田
哲
也

た
。（
式
次
第
は
脱
衣
所
に

て
日
の
丸
に
向
か
い
国
歌
斉

唱
・
表
彰
・
余
興
・
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
し
た
。）

毒
蝮
さ
ん
の
実
母
の
石
井

ひ
さ
様
は
、
昭
和
三
十
二
年

に
困
っ
て
る
視
覚
障
が
い
者

を
銭
湯
ま
で
連
れ
て
行
っ
た

事
に
よ
り
善
行
表
彰
を
受
賞

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
代

は
内
閣
総
理
大
臣
官
邸
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

総
理
大
臣
官
邸
と
我
が
銭

湯
と
は
差
も
あ
り
ま
す
が
、

毒
蝮
さ
ん
は
「
江
戸
っ
子
の

ク
セ
か
ね
、
舞
台
の
中
央
に

い
る
と
照
れ
る
ん
だ
よ
。
だ

か
ら
銭
湯
は
い
い
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
だ
よ
ね
」
と
喜
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は

日
本
善
行
会
、
勝
野
堅
介
会

長
、
高
田
修
副
会
長
、
石
井

ひ
ろ
子
本
部
事
務
員
、
新
宿

「
障
害
を
持
っ
た
子
ど
も
た

ち
の
居
場
所
づ
く
り
」
で
受

賞
さ
れ
ま
し
た
、
渡
邉
敦
子
氏

の
講
演
会
が
、
千
葉
県
支
部
の

協
力
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

渡
邉
氏
は
一
世
風
靡
し
た

ガ
ー
ル
ズ
バ
ン
ド
「
プ
リ
ン

セ
ス
・
プ
リ
ン
セ
ス
」
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
現
在
は
音
楽
学

校
校
長
の
傍
ら
、
児
童
発
達

支
援
・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
施
設
を
運
営
し
て
お
り

ま
す
。

川
村
支
部
長
と
来
賓
の
千

葉
市
花
見
川
区
長
の
挨
拶
が

有
っ
て
、
講
演
は
、「
子
ど

も
は
宝
物
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、

子
ど
も
た
ち
の
支
援
を
志
し

た
心
境
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
百
名
程
が
聴
講
さ

れ
、
大
変
有
意
義
な
講
演
を

聴
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

舞
の
石
田
義
則
副
支
部
長
に

万
歳
三
唱
し
て
い
た
だ
き
、

帆
玉
澄
子
常
任
顧
問
に
閉
会

挨
拶
を
し
て
い
た
だ
き
、
無

事
終
了
し
ま
し
た
。
カ
メ
ラ

マ
ン
は
岡
村　

晰
さ
ん
で

し
た
。

と
し
た
法
話
を
聴
講
し
、
一

同
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
続

い
て
第
二
部
が
懇
親
会
と
な

り
、
第
二
部
の
司
会
は
副
支

部
長
の
河
原
祥
雄
が
担
当

し
、
乾
杯
の
後
、
各
種
飲
み

物
と
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
堪
能

し
ま
し
た
。
約
一
日
か
け
て

浅
草
を
巡
る
優
雅
で
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

最
後
に
閉
会
の
挨
拶
を
副
支

部
長
の
柘
恭
三
郎
が
述
べ
、

会
員
の
鈴
木
淳
の
三
本
締
め

に
よ
り
大
盛
況
で
散
会
と
な

り
ま
し
た
。

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

東
京
都
新
宿
支
部

毒
蝮
三
太
夫
さ
ん

親
子
二
代
で
善
行
表
彰

東
京
新
宿
・
大
星
湯
で

　
　
　
　
　
　
表
彰
式

タ
レ
ン
ト
の
毒
蝮
三
太
夫

さ
ん
（
八
十
七
才
）
が
、
長

年
に
わ
た
る
戦
争
の
語
り
部

活
動
に
対
し
て
、
第
七
十
三

回
秋
の
善
行
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
表
彰
式
は
令
和

五
年
十
二
月
十
六
日
（
土
）

東
京
新
宿
・
大
星
湯
に
て
行

わ
れ
、
勝
野
堅
介
会
長
か
ら

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。毒

蝮
さ
ん
は
一
九
六
七
年

　
　
千
葉
県
支
部

令
和
五
年
度
秋
季
善
行

表
彰
伝
達
式
及
び

受
賞
者
に
よ
る

　
講
演
会
開
催
の
報
告

去
る
二
月
三
日
（
土
）
千

葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
当
支
部
定
例
理
事

会
終
了
後
、
令
和
五
年
度
秋

大
分
県
大
分
支
部

善
行
表
彰
受
賞
祝
賀
会

　
　
　
　
　
　
　
開
催

善
行
表
彰
受
賞
祝
賀
会
を
、

令
和
六
年
二
月
七
日
十
二
時

か
ら
市
内
の
大
分
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

令
和
二
年
以
来
三
年
振
り
の

開
催
で
す
。
今
回
は
令
和
三
、

四
、五
年
度
の
受
賞
者
を
対

象
に
祝
う
会
と
し
て
参
加
者

を
募
集
し
ま
し
た
所
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
出
席
を
し
て
い

た
だ
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

司
会
進
行
は
立
川
寿
副
支

部
長
、
佐
藤
満
洋
常
任
顧
問

に
よ
る
開
会
の
挨
拶
、
支
部

長
の
挨
拶
、
松
井
猛
相
談
役

の
挨
拶
、
松
井
相
談
役
に
は

東
京
本
部
の
理
事
の
立
場
で

東
京
都
台
東
区
支
部

浅
草
寺
・
五
重
塔
・

　
伝
法
院
を
巡
る
　

　
　
　
　
合
同
研
修
会

令
和
六
年
四
月
二
日
（
火
）

午
後
二
時
半
よ
り
（
一
社
）

日
本
善
行
会
台
東
区
支
部
と

東
京
都
警
察
官
友
の
会
浅
草

支
部
と
の
合
同
研
修
会
を
開

催
し
総
勢
二
十
九
名
に
ご
参

去
る
三
月
六
日
、
日

本
善
行
会
理
事
、
前
網

走
支
部
支
部
長(

八
十
八

歳
）
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

磯
江
良
三
氏
は
、
平
成

二
十
四
年
か
ら
七
代
目

網
走
支
部
長
、
日
本
善

行
会
理
事
と
し
て
、
会

員
増
強
と
支
部
運
営
に

尽
力
す
る
と
と
も
に
、
日

本
善
行
会
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 訃
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